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研究成果の概要（和文）：量的研究では，(1) ターミナルケア提供体制では患者や患者への精神上のサポートを
専門家が行える体制がある群がない群よりも，看護師のターミナルケアの態度が肯定的である事，（2) 身体合
併症看護への不安の小さい事，施設の設備とマンパワーの充実度，看護組織チーム力の高い事がターミナルケア
の肯定的な態度に影響している事を明らかにし，質的研究では，(1) 統合失調症患者へのターミナルケアに携わ
った研究参加者の臨床体験から各々の気づきを収集し，（2) ターミナルケアに対する態度と身体合併症看護へ
の不安の程度に関する質問紙調査に基づいて参加者を4群に分類し，各群別にターミナルケアの特徴の違いを分
析した．

研究成果の概要（英文）：A quantitative analysis revealed that nurses exhibited a more positive 
attitude towards terminal care when a specialist provided mental support for patients than in 
situations without such support, and this positive attitude was influenced by factors, including 
reduced anxiety about nursing patients with physical complications, the quality of facility 
equipment and staffing, and the strength of nursing organization team. In a qualitative analysis, 
observational data were collected based on the clinical experience of the study participants 
involved in terminal care for patients with schizophrenia. Additionally, the participants were 
divided into four groups based on a questionnaire survey that assessed nurses’ attitude towards 
terminal care and their degree of anxiety when nursing patients with physical complications. The 
differences in the terminal care characteristics were analyzed for each group.

研究分野：精神看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神医療が「入院生活から地域生活中心へ」との基本方針の基にある一方で，精神科病院で人生の最後を迎える
統合失調症患者が多数存在し，設備やマンパワーが十分でない中でターミナル（終末期）ケアを行なわざるを得
ない現状を踏まえると，当該患者へのターミナルケアの充実に向けてその方略を得るための研究が必要であり本
研究の社会的意義がある．
また，精神科病院における統合失調症患者に対するターミナルケアに関して精神科看護師を対象として量的研究
で全国規模の実態調査を行なった例はなく，同時にターミナルケアに関わった看護師の体験の意味や実践知を統
合的に分析した研究がなかったことから本研究の成果には学術的意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 

近年, 精神医療は入院生活から地域生活中心へという基本方針の基に様々な施策が講じられ
ている．しかしながら, 依然として統合失調症による入院患者や長期在院患者が多数おり, 入
院患者の高齢化が進んでいる．これらの患者は精神科病院で人生の最後を迎える可能性が高く, 
ターミナルケア（人生の最後を迎える患者に対するケア）を充実させることが重要であるといえ
る．特に単科の精神科病院では概して設備やマンパワーが十分でない中でターミナルケアを行
わねばならない．精神科病院に入院中の終末期の患者がその人らしい最後を迎えるためには, タ
ーミナルケアの課題を解決し, その充実が求められる． 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は, (1)統合失調症患者に対するターミナルケアの状況把握に関する量的研究, 
(2)統合失調症患者に対するターミナルケアの看護師にとっての体験の意味と実践知に関する質
的研究を通して, 精神科病院におけるターミナルケアの実態を明らかにしその推進に向けた方
略を示すことである.  
 
３．研究の方法 
 

量的研究は, 郵送法による無記名自記式質問紙調査を行った. 質問紙は, 病棟の状況（看護
単位, 病床数, ターミナルケアが必要な患者数／年, 多職種カンファレンスの実施状況, 施設
の不備の実感の程度, マンパワー不足の実感の程度）, 看護師の個人特性（性別, 年齢, 看護
基礎教育, 病棟, 臨床経験年数, 他科の勤務経験）, 看護組織チーム力, ターミナルケア提供
体制, 身体合併症看護に対する不安の程度（VAS：Visual Analog Scale）, ターミナルケアの態
度（中井他, 2006）, ターミナルケアの現状に関する自由記述（上手くいっている点, 困難な
点）から構成する. なお, VAS の得点範囲は 0 点～10 点であり, 得点が高いほど施設の設備・
マンパワーの充実度が高い, 身体合併症看護への不安が大きいことを表す. 

質的研究は, 単科精神科病院２施設の看護師 13 名を対象とした. 調査方法は半構造化面接と
し, 「精神科病棟でターミナルケアを行った印象的な事例を思い出し, お話しください.」と発
問してデータを収集し, 体験の意味と実践知の分析を行なった. また, 面接開始前に, 看護師
の個人特性, および上記の身体合併症看護に対する不安, 並びにターミナルケアの態度（中井
他, 2006）に関する質問紙調査を実施しており, その結果に基づき群分けされた各群のターミ
ナルケアの特徴について分析を行なった. データの分析方法はアメディオ・ジオルジ (Amedeo 
P. Giorgi）の現象学的方法（1975）（2004）を参考にした. 
 
４．研究成果 
 
(1)量的研究 
 

全国の精神科病院 973 施設の看護師（1名／施設）を対象とし, 郵送法による質問紙調査を実
施した．質問紙は 142 部回収（回収率 14.6％）し，有効回答の 79 部を分析対象とした．その分
析結果について論文発表を行なった． 

 

対象者の特徴としては，看護経験年数と精神

科経験年数が長く，約 6 割が他科の看護経験を

有していた．しかしながら，身体合併症看護への

不安は大きかった．最終学歴では，正看 3 年が

約 6割を占めていた．（表１） 

 

 

 

 

ターミナルケアが必要な患者数は 1 病棟につ

き，年間 3名（中央値）であった．看護師配置は

15：1が約 8割を占めており，マンパワー充実度

は 3.2 と低かった．施設の充実度は 2.4 と低かっ

た．（表２） 

 

 

 

 

表１．対象者の特徴（N＝79） 

表２．対象者の病棟の特徴（N＝79） 



 

ターミナルケアの提供体制では，患者の精神上のサポートを専門家が行える体制がある群が

ない群よりも，ターミナルケアの態度の得点が有意に大きかった（態度が肯定的であった）．家

族の精神上のサポートを行える体制がある群がない群よりも，ターミナルケアの態度の得点が

有意に大きかった（態度が肯定的であった）．（表３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また, 身体合併症看護への不安が小さいこと，施設の設備とマンパワーの充実度・看護組織チ

ーム力が高いことが，ターミナルケアの肯定的な態度に影響していた．（表４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，自由回答の記述（N=36）を分析するとコードから８つのカテゴリーが得られた．（表５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師は，［病識が十分でない，病状を明確に訴えない患者への看護の困難］や［治療に関す

表４．身体合併症看護への不安，施設の設備・マンパワーの充実度， 

看護組織チーム力とターミナルケアの態度との関連（N＝79） 

表３．ターミナルケアの提供体制とターミナルケアの態度との関連（N＝79） 

表５．自由記述のコードからのカテゴリーの抽出（N＝36） 

 



る意思決定への援助の困難］を抱えながらも，［患者や家族の思いを尊重した生活の場の調整］

を図っていた．また家族の協力を得られない状況（［社会のサポート不足による精神科病院の孤

立］）があると［患者や家族の思いを尊重した生活の場の調整］が困難になることや，他院の協

力が得られない状況（［社会のサポート不足による精神科病院の孤立］）が身体合併症看護への不

安を大きくさせていた．そして看護師は［意思決定や苦痛の緩和についての看護に対するネガテ

ィブな反芻］をし［ターミナルケアやグリーフケアができる能力と環境の必要性］を感じていた． 

 

以上の量的研究から，精神科病院において一年間に亡くなられる統合失調症患者数は中央値

で 3名と決して少なくないことが明らかとなり，ターミナルケアの重要性が示唆された．しかし

ながら，施設の設備の充実度は極めて低く（中央値 2.4），また，看護師配置は 15：1が約 8割

と，施設のマンパワーの充実度も極めて低い状況（中央値 3.2）のなかで，統合失調症患者のタ

ーミナルケアが実践されているといえる．さらに，家族の精神上のサポートを行える体制がない，

患者の精神上のサポートを専門家（医療者以外も含んで）が行える体制がないと，看護師がター

ミナルケアに肯定的な態度を持てないことが示された．また，身体合併症看護への不安とターミ

ナルケアの肯定的な態度には負の相関がみられたが，身体合併症看護への不安が大きいことも

明らかとなった．この様な状況では実践には様々な困難が伴うと考えられた．一方で，自由記述

の分析結果は，看護師が困難を感じながらも懸命に取り組んでいる様相を表していた． 

これらの結果から，ターミナルケアを推進させるための方略として，（1）身体への看護を含め，

ターミナルケアについて学習できる環境を整えること，（2）組織の中で，患者や家族の精神面を

サポートする体制を整えることにより，看護師は幾らか精神的なゆとりをもつことが出来，これ

までよりは患者に肯定的な関心を向け続けることができるのではないかと考えられる． 

同時に, 施設の設備の充実,看護師配置比率の改善，マンパワーの充実，家族および患者の精

神上のサポートを行える体制といった内部環境の整備は，統合失調症患者のターミナルケアに

携わっている看護師が直接担って解決できる課題ではない．また，自由記述から抽出されたカテ

ゴリーの［社会のサポート不足による精神科病院の孤立］の問題も，現行の社会的制度や医療制

度，また国民の理解・支持など現行の外部環境と関連し，速やかな解決を期待しうる状況ではな

いことも明らかである．個人，あるいは一組織に改善の全ての責任を委ねるのは無理がある． 

よって，上記の方略に，各看護師が属する病棟や組織（内部環境）, および地域や社会（外部

環境，具体的には社会制度や医療に関連する様々なネットワーク等）の観点から，ターミナルケ

アに影響を与えている要因を分析し，現在の立ち位置（周囲の状況の中でターミナルケアに対し

てその人，その集団が取っている立場）を明らかにし全員で共有することを加える必要があろう． 

 

（２）質的研究 

 

質的研究における面接の実施数は 13 名（公立単科精神科病院１病院：実施数 8，民間単科精

神科病院１病院：実施数 5）である．看護師のターミナルケアでの看護師の気づきについて，対

象者ごとに気づきの内容とその気づき方に分けて分析を行なった．また，以下に記すように身体

合併症看護への不安（以下, 不安）とターミナルケアに関する態度（以下, 態度）の中央値を用

い対象者を 4群に分類し，群毎にその群に共通するターミナルケアの特徴を抽出した．その分析

結果の一部（公立単科精神科病院 8 名を対象としたもの）について学会発表を行なった． 

 

対象者の特徴を表６に示した．精神科以

外の経験がある者は 8 名中 6 名（75.0％）

であり，所属病棟は慢性期閉鎖が 5 名

（62.5％）と最も多く，また所属病棟の看

護師配置は 15：1が 6名（75.0％）と最も

多かった．なお，対象者全員が所属病棟で

多職種カンファレンスを実施していた． 

 

 

対象者の群の分類を表７に示した．8名の対象者について Aから Hまでのアルファベットを割

り当て，各対象者の不安の得点と態度の得点を記した．不安得点は中央値が 5.6 であり，5.6 以

上を不安が高い，5.6 未満を不安が低いとした．態度得点については中央値が 111 であり，111

以上を態度が高い（肯定的）とし，111 未満を態度が低い（否定的）とした． 

不安得点の高低，態度得点の高低の組み合わせにより，対象者を不安高・態度高：A群, 不安

高・態度低：B群, 不安低・態度高：C 群, 不安低・態度高：D群に分類した．A 群は A氏１名，

B 群は B氏，D氏, E 氏の 3名，C 群は C 氏，F 氏，H氏の 3名，D群は G氏の 1名である． 

  

表 6．対象者の特徴（N＝8） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記表８では，各群の代表例として A氏（A群），B 氏（B群），H 氏（C 群），G 氏（D群）を取

り上げ，ターミナルケアのどのような状況（場面）においてどのような気づきがあったかの例を

示した．また，同表の右端の列に各氏が属する群の対象者に共通して窺えたターミナルケアの特

徴を示した． 

 

 
 

 

  

 以上の質的研究から，ターミナルケアにおける気づき, 具体的には「看護師はどのような状況

で，何に気づいたか」は各看護師によって違いがあること，一方で，身体合併症看護に対する不

安やターミナルケアに対する態度といった変数で群分けし，当該の群に属する対象者の気づき

を調べてみると，ある共通したターミナルケアの特徴が窺えること，また，それらの特徴は，タ

ーミナルケアの推進においては，いずれも優劣のつけがたい，欠くことのできない特徴であるこ

とが示唆された． 

これらの結果から，ターミナルケアを推進させるための方略として，(1)看護チームの各構成

員（各看護師）の持ち味の違いと強みについて構成員同士で共有し智慧や成果の蓄積を意識化す

ること，また，(2)病棟，あるいは病院の構成員（看護師）にはいくつかの層があることが推測

されることから，ターミナルケアに対する継続教育は全員を一律に行なう方法は向かないこと，

できれば構成員の特徴を把握した上でタイプ別のプログラムを実施した方がモチベーションの

向上に効果的であることが示唆された． 

全実施数 13 を対象とした質的研究の次年度の論文投稿の準備を進めている． 

 

表 8．各群を代表する対象者の語りの分析と各群のターミナルケアの特徴 

（   ） 

不安得点 態度得点 不安 態度
不高

態高

不高

態低

不低

態高

不低

態低

A 10 111 高 高 〇

B 8.8 106 高 低 〇

C 5.2 111 低 高 〇

D 5.6 107 高 低 〇

E 7.5 99 高 低 〇

F 3.1 114 低 高 〇

G 2.4 109 低 低 〇

H 4.9 118 低 高 〇

1名 3名 3名 1名

表7．面接を実施した研究参加者の群分け　N＝8
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